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小さな一粒が
大きな森林へ

市民参加の
新たな森林づくり

　
自
然
の
形
に
近
い
森
林
づ
く
り

を
目
指
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く

り
」（
県
、
市
、
米
川
生
産
森
林
組

合
共
催
）
が
　
月
　
日
、
東
和
町

１１

１０

米
川
字
西
綱
木
地
区
の
山
林
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
今
年
４
月
に
行

わ
れ
た
津
山
地
区
の
植
樹
に
引
き

続
き
開
催
さ
れ
、
作
業
に
は
米
川

小
学
校
の
全
児
童
や
関
係
者
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
や
キ
ハ
ダ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
２
０

０
本
の
植
樹
と
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど

の
種
約
３
０
０
０
個
を
ま
き
ま
し

た
。　
開
会
式
で
は
市
長
が
「
山
に

木
の
苗
を
植
え
る
活
動
は
、
長
く

続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
参

加
し
た
児
童
た
ち
は
、
米
川
生
産

森
林
組
合
の
職
員
か
ら
苗
木
の
植

え
方
の
説
明
を
受
け
た
後
、
学
年

ご
と
に
別
れ
、
作
業
に
取
り
組
み
、

思
い
思
い
の
場
所
に
一
粒
ず
つ
思

い
を
込
め
て
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ

の
種
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　
６
年
の
工
藤
 聖
  也
 く
ん
は
「
斜

せ
い
 
や

面
が
急
で
苗
を
植
え
る
の
が
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
今
日
植
え
た
種
が

成
長
し
、
大
き
な
森
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」。
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

佐々木会長から選手に記念品が渡されました

地
元
の
選
手
が
各
地
で
大
活
躍

　
　
第
　
回
国
民
体
育
大
会
出
場
選
手
・
監
督
報
告
会

６４

思い思いの場所に種をまく児童たち

　
第
　
回
国
民
体
育
大
会
「
ト
キ

６４

め
き
新
潟
国
体
」（
9
月
　
～
　
月

２６

１０

６
日
）
に
出
場
し
た
市
出
身
の
選

手
・
監
督
の
栄
誉
を
た
た
え
る
た

め
、「
第
　
回
国
民
体
育
大
会
出

６４

場
選
手
・
監
督
等
報
告
会
（
市
体

育
協
会
主
催
）」
が
　
月
　
日
、
ホ

１１

１３

テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
陸
上
、
ボ
ー
ト
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
剣
道
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

６
競
技
に
出
場
し
た
選
手
や
監
督

の
ほ
か
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
学
校
、
市
関
係
者
ら
　７０

人
が
参
加
。
選
手
や
監
督
一
人
一

市長とともにミズナラの苗を植えました

出身地所　　属種　　目氏　　名No.

米山町豊里小・中陸上競技   （選手）小野寺    晃１

迫　町佐沼高３年陸上競技   （選手）渡 邊　　豪２

米山町古川工業高１年陸上競技   （選手）早 坂  祐 哉３

迫　町登米高校ボート　   （監督）遊 佐  公 美４

迫　町佐沼高校ボート　   （監督）三 塚  芳 久５

米山町佐沼高校２年ボート　   （選手）福 泉  絵 美６

迫　町佐沼高校２年ボート　   （選手）伊 藤  静 香７

中田町佐沼高校２年ボート　   （選手）小野寺志保８

津山町佐沼高校２年ボート　   （選手）尾 張  春 菜９

一関市佐沼高校２年ボート　   （選手）佐 藤  由 紀１０

登米町聖和学園１年バスケットボール（選手）早 坂  彰 恵１１

南方町東北高校ソフトテニス（監督）中津川澄男１２

中田町清和大学４年剣道　　  　（選手）深 堀  友 香１３

迫　町豊里小・中剣道　　  　（選手）五十嵐裕子１4

中田町柴田高校剣道　　  　（監督）佐藤加奈子１5

迫　町米谷工業高アーチェリー（監督）千 葉  正 俊１６

東和町米谷工業高３年アーチェリー（選手）佐々木那王１７

東和町米谷工業高２年アーチェリー（選手）山  田 　卓１８

第６４回国民体育大会出場選手・監督（敬称略）

人
に
佐
々
木
 猛
 会
長
か
ら
記
念

た
け
し

品
が
手
渡
さ
れ
、
記
念
撮
影
や
会

食
を
し
な
が
ら
懇
談
し
ま
し
た
。

　
壇
上
で
の
選
手
紹
介
で
は
、
選

手
か
ら
「
初
め
て
の
国
体
の
舞
台

で
緊
張
し
て
し
ま
っ
た
」、「
大
会

で
の
経
験
を
活
か
し
今
後
も
練
習

を
重
ね
、
今
後
も
国
体
に
出
場
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
な
ど

と
い
っ
た
感
想
や
、
来
年
に
向
け

た
抱
負
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
は
上
記
の
と
お
り

で
市
出
身
の
選
手
・
監
督
が
大
活

躍
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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夢を乗せた
２つの架け橋

三陸縦貫自動車道
市内２架橋の名称決定

　
現
在
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
、
本
年

度
完
成
予
定
区
間
に
架
か
る
２
つ

の
橋
の
名
称
が
決
定
し
、
　

月
　

１１

１２

日
、
市
役
所
中
田
庁
舎
で
命
名
者

へ
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
命
名

者
に
川
崎
仙
台
河
川
国
道
事
務
所

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
名
称
を
市
民
か
ら
募

集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
し
み

や
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

①
中
田
町
浅
水
か
ら
東
和
町
米
谷

ま
で
を
結
ぶ
、
北
上
川
と
国
道
３

４
２
号
線
を
横
架
す
る
橋
、
②
東

和
町
米
谷
地
区
で
国
道
３
９
８
号

線
を
横
架
す
る
橋
の
名
称
を
募
集

し
た
も
の
で
す
。

　
名
称
を
募
集
し
た
結
果
①
に
　８９

件
、
②
に
　
件
も
の
応
募
が
あ
り
、

７１

応
募
の
中
か
ら
、
市
長
や
川
崎
事

務
所
長
、
地
域
代
表
な
ど
が
選

考
・
検
討
し
た
結
果
、
①
は
米
谷

小
３
年
の
狩
野
 弘
  匡
 く
ん
ほ
か
７

ひ
ろ
 ま
さ

人
の
応
募
が
あ
っ
た
『
新
米
谷
大

橋
』
に
、
②
は
浅
水
小
１
年
の
佐

藤
 成
  美
 さ
ん
ほ
か
３
人
の
応
募
が

な
る
 
み

あ
っ
た
『
岩
の
沢
橋
』
に
そ
れ
ぞ

れ
決
定
し
ま
し
た
。

防
災
情
報
の
知
識
と
活
用
を
学
ぶ

　
　
大
規
模
自
然
災
害
の
発
生
を
想
定
し
て
の
講
演
会

　
近
い
将
来
、
高
い
確
立
で
発
生

が
予
測
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖
地

震
や
自
然
災
害
に
備
え
て
、
防
災

情
報
の
正
し
い
知
識
と
活
用
方
法

を
学
ぶ
、
防
災
気
象
講
演
会
（
仙

台
管
区
気
象
台
・
県
・
市
共
催
）

が
　
月
　
日
、
登
米
祝
祭
劇
場
で

１１

１１

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
は
、
国
や
県
の
防
災

機
関
や
県
内
各
市
町
村
の
防
災
担

当
者
を
は
じ
め
、
市
内
自
主
防
災

組
織
な
ど
多
く
の
団
体
が
参
加
し
、

地
震
災
害
時
の
備
え
や
、
防
災
気

象
情
報
の
活
用
方
法
な
ど

を
研
修
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
布
施
市
長
は

「
本
日
御
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
は
、
本
日
の

講
演
会
で
防
災
に
関
す
る

知
識
を
習
得
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
や
地
域
で
、

防
災
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
仙
台
管

区
気
象
台
の
中
村
 浩
  二
 情

こ
う
 
じ

過去の水害の映像を使い説明する中村謙講師

「発生率９９％の意味を知ろう」と話す中村浩二講師

報
官
と
、
中
村
 謙
 次
長
を
講
師
に

け
ん

招
き
、「
宮
城
県
沖
地
震
に
備
え

て
」、「
今
後
の
防
災
気
象
情
報
と

そ
の
活
用
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　

　
講
演
で
は
、
両
講
師
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
、
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城
県

沖
地
震
が
実
際
に
発
生
し
た
場
合

の
具
体
的
な
被
害
や
、
過
去
に
県

内
で
発
生
し
た
気
象
災
害
を
例
に

あ
げ
た
、
防
災
気
象
情
報
の
活
用

方
法
な
ど
が
話
さ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

防災について学ぼうと、多くの人が参加しました

命名者の皆さんに表彰状が贈られました


